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第 1 章では、銀塩存在下、クロラミン T とモノエン類を反応させることにより、容易に対応するアジリジンが合成
できることを見出した。本系では、三重項ナイトレン様の活性種の発生を伴う反応の進行が示唆できた。さらに、 1，6・
ジエンを基質とした反応では、タンデム環化により、 5， 5-縮環型の含窒素複素環を一段階で構築できることを示した。



















(2)銀塩とクロラミン T の反応では三重項ナイトレン様の活性種の発生を実験事実から示唆するとともに、 1 ， 6- ジエン
を基質とすることにより、タンデム環化を経て 5， 5-縮環型の含窒素複素環骨格を一段階で構築できることも示してい
る。
(3)γ 位にヨード基を有する種々のオレフィンをクロラミン T と反応させることにより、ピロリジンあるいはアジリジ
ン誘導体が一段階で合成できることを見出している。さらに、溶媒によるクロラミン T の求核性の違いを利用し、そ
れぞれの化合物を選択的に合成する方法を明らかにしている。












以上のように、本論文は、安価で取り扱い容易なクロラミン T を N1 シントンとし、オレフィンから種々の複素環
を簡便に構築できることを明らかにしており、高く評価することができる。また、本研究で得られた知見は、生理活
性物質や機能性材料などとして有用であるアジリジンやピロリジンの新合成法としてだけでなく、今後の合成化学に
求められるグリーンな反応系の開発に多大な貢献をするものである。よって、本論文は博士論文として価値あるもの
と言忍める。
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